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が排除される部分的な限定になっている。フランス語では（1）の uniquement（だけ）には（2）





   Demain, la poste sera ouverte   uniquement le matin.
   明日    郵便局  開いている .未来 だけ     朝
   「明日，郵便局は朝のみ開いている。」
（2）  部分限定〔＋排他，＋全体，＋順序〕
   Mon père est      seulement/*uniquement allé     au collège.
   父     複合過去助動詞  だけ          行く .過去分詞 中学に













   La poste est bondée  surtout le lundi.
   郵便局  混雑している  特に   月曜日
   「郵便局はとりわけ月曜日混雑している。」
（4）  例示〔－排他，＋全体，－順序〕
   （論文で参考文献を示す際）
   On    renvoie   notamment  à « Du contrat social ».
   3単主語  参照させる  特に／例えば  『社会契約論』に
   「『社会契約論』などを参照されたい。」
　（5）は極端と呼ばれるとりたてで，食べやすさを指標として順序づけられた食べ物の中から









   Paul  peut  manger même du nattô.
   ポール できる 食べる  さえ  納豆
   「ポールは納豆まで食べられる。」
（6）  類似〔－排他，－全体，－順序〕
   Paul  est venu   aussi.
   ポール 来た .複合過去 も


















   Il    sait  écrire au moins  son nom.
   3単男主語 できる 書く  少なくとも  自分の名前
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   「自分の名前くらい書ける。」
（8）  対比〔＋排他，－全体，－順序〕



















（9）  J’    ai couru *(jusqu’à)  l’arrêt de bus.
   1単主語  走った  まで    バス停




（10）  Il     avait trahi  jusqu’à ses amis les plus proches.
   3単男主語  裏切る .大過去 まで   友達   最も近い
   「彼は親友たちをも裏切った。」（FRANTEXT）
（11）  Jusqu’au son de leur voix m’    étonnait.
   まで    音  の  彼らの声 1単直接補  驚かせた .半過去
84 デロワ中村弥生／国立国語研究所論集 20: 79–94 (2021)






（12）  Madame Badiou  nous    donne une immense liste de livres à acheter,  depuis
   バディウ婦人    1複間接補  与える 膨大なリスト    の  本   買うべき  から 
   l’Iliade   jusqu’à Mallarmé
   イーリアス  まで   マラルメ







（13）  Tout, jusqu’à cette souffrance, était    délicieux.
   すべて まで   この苦しみ    COP.半過去 心地よい




（14）  Cet état d’angoisse extrême défigurait   son aspect, ses gestes, et   jusqu’à 
   その状態 不安の   極度な  歪める .半過去 外見    仕草    そして まで
   ses paroles.
   言葉


















   Surtout, c’est grâce à elle, indirectement, que j’ai été orientée vers des études supérieures.






   Seulement je ne gagnais pas d’argent, j’étais à la charge de mes sœurs, et je me rendais bien compte 
que ça leur coûtait cher...














詞 et（そして）を用いる。接続詞 etは，通常（17）のように英語の andと同様に A et Bや A, B 
et Cの形で複数の要素間の並列関係を示す。
（17）  Mon fils  aime les carottes  et   les aubergines.
   私の息子  好む  にんじん   そして なす
   「息子はにんじんとなすが好きだ。」
　これに対し，ある集合から同類の要素 2つをとりたて，どちらも明示する場合には（18）のよ
うに接続詞 etがそれぞれの要素を示す名詞句の前に現れる。
（18）  Mon fils aime et   les carottes et   les aubergines.
   私の息子 好む  そして にんじん  そして なす






の他に aussi bien que（～と同様に）という比較構造を用いて表現することもできる。aussi（も）
は類似を表すとりたて副詞であるが，aussi … que（～と同じくらい）の形で（19）のように岩田
ほか訳（2018）でいうところの尺度的比較における同等を表す構造を形成する。
（19）  Guy  est    aussi   gentil que    Noé.
   ギイ   COP.3単現  同じくらい  親切だ 比較節標識  ノエ
   「ギイはノエと同じくらい親切だ。」
　比較基準を示す副詞として bien（よく）が aussi（同じくらい）に後接し語彙化した aussi bien 
queは「～と同様に」という累加の意味を持ち（20a, b）の形で同類の 2つの要素を明示した類
似の表現を形成する。比較表現では他にも autant queや non plus (…) que，tant … queなど「～と
同様に」という累加の意味を持つものが数多い。
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（20）  a. Son visage, aussi bien que  son cœur,  avait rajeuni   de dix ans.
    顔     累加      心     若返る .大過去  10歳
    「顔も心も 10歳若返っていた。」（Grevisse1993:692）




（21）  a. 私は後見者としても生物学者としてもそう確信しておるですよ
   b. J’   en    suis convaincu, en tant que tuteur comme en tant que biologiste.
    1単主語 中性間接補  確信する    として   後見者 ように  として   生物学者











か同格的例示句 notamment des vêtements（衣料など）かどちらか一方のみで文法性は満たされホ
スト名詞句の省略も可能である。
（22）  On    leur    procure (le nécessaire,)  notamment  des vêtements.
   3単主語  3複間接補  提供する 必需品     など     衣料





詞句は主要部であり，（23）の de grands auteurs（大作家たち）を省略すると非文になるという違
いがある。
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（23）  J’    avais vu  plus d’une fois  évoqué   ce Burton par   *(de grands auteurs)
   1単主語  見る .大過去 一度以上    言及される  このバートン によって 大作家たち
   comme Panofsky
   ように  パノフスキー





（24）  Il y a comme un défaut.
   ある   ように  欠陥








（25）  a. 俺にはどうも嫌な予感がするんだ。
   b. […] j’ ai  comme un mauvais pressentiment.
    1単主語 持つ ように  嫌な予感
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を用いて同格構造により集合を示すホスト名詞句ととりたてる対象を表す名詞句を並置すること
ができるが，限定の表現では，（26b）に示すように限定を表す副詞 seulement（だけ）や (ne…) 
que（しか～ない）を用いて集合を示すホスト名詞句ととりたてる対象を表す句を並置すること
は不可能である ⁶。
（26）  a. バスしか交通手段がない。
   b. *Il y a des moyens de transport,  seulement le bus.




（27）  a. よかったらデザートにチョコレート・ケーキもあるけれど。
   b. J’   ai   un gâteau au chocolat  comme dessert
    1単主語 持つ  チョコレートケーキ   として  デザート






（28）  a. バスしか交通手段がない。
   b. Il n’y a  que  le bus comme moyen de transport.
    ない   しか  バス  として  交通手段












⁷ これら一見大きく異なって見える commeの多様な用法は，Catherine Fuchsの一連の研究においてその連続
性が示されている。本論文で取り上げた用法に関わる研究としては Fuchs and Le Goffic（2008）が挙げられる。











では rien d’autre que「よりほか何も（否定）」という比較構造を用いて表現され，（30）ではフラ
ンス語原文（30a）で比較構造で表現されている限定の意味が日本語訳文（30b）ではとりたて助
詞で表現されている。
（29）  a. 川の両側のまっすぐに切りたった壁と水の流れが見えるだけだった。
   b. je   ne distinguais   rien d’autre  que   le mur abrupt longeant tout droit
    1単主語 否定 識別する .半過去 何も 他の   比較標識 切りたった壁  沿っている まっすぐ
    les deux côtés de la rivière,  et   le courant de l’eau.
    両側     川の     そして 水の流れ
     （直訳）「川の両側のまっすぐに切りたった壁と水の流れよりほか何も見えなかった」
（村上）
（30）  a. Et désormais, il ne me faut plus rien d’autre  que   cette promenade quotidienne.
    これからは   私には必要ない   何も 他の   比較標識 この日課の散歩
    （直訳）「これからはこのような日課の散歩よりほか何もいらない」
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　同様に，フランス語コーパス FRANTEXTのサブコーパス Corpus moderne（近代コーパス）
と同じく FRANTEXTのサブコーパス Corpus contemporain（現代コーパス）⁸を用いて「しか」
に相当する n’a que（しかない）と「よりほか」に相当する rien d’autre que（よりほか何も）の使
用を分析した結果を図 2に示した。フランス語では，日本語とは逆に近代コーパスでは n’a que（し
かない）が，現代コーパスでは rien d’autre que（よりほか何も）の使用の割合が高くなっている。
⁸ 近代コーパスは，FRANTEXTのサブコーパス Corpus moderneであり，1800年～ 1979年に出版された
3006の文学作品，1億 5千万語からなるコーパスである。現代コーパスは，FRANTEXTのサブコーパス
Corpus contemporainであり，1980年以降に出版された 554の文学作品，3千 6百万語からなるコーパスである。
図 1　「しか」と「よりほか」の日本語コーパスにおける出現数の推移
図 2　n’a que（しかない）と rien d’autre que（よりほか何も）のフランス語コーパスにおける出現数の推移









（31）  a.  Mais à son tour il frappa Mathilde de stupeur quand il lui apprit que ce qui étonnait et 
intéressait surtout la société de Besançon dans l’étrange aventure de Julien, c’est qu’il avait 
inspiré autrefois une grande passion à madame de Rênal, et l’avait longtemps partagée.




（32）  a.  Il remarqua surtout que les babouches de sa femme étaient bleues, et que les babouches de 
Zadig étaient bleues, que les rubans de sa femme étaient jaunes et que le bonnet de Zadig était 
jaune :
   b.  彼は何よりも，妻のスリッパが青く，ザディッグのスリッパも青い。また，妻のリボ
ンが黄色で，ザディッグの帽子も黄色である事に注目した。（ザディッグ）
（33）  a. Il ne savait pas écrire, mais il avait appris à peindre, et savait surtout faire ressembler.
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Continuity among Morpho-syntactic Categories and Expressions as 
Revealed by the Effects of Toritate:
A Contrastive Analysis with French
NAKAMURA-DELLOYE Yayoi
Institut Français de Recherche sur l’Asie de l’Est, Inalco, Université de Paris, CNRS
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Abstract
In the study of Japanese grammar, the particle has long been a central subject of research. In recent 
years, research on particles such as dake sae, or mo has evolved significantly within the framework 
of studies on the phenomenon called toritate. In Japanese, the effect of toritate is mainly produced 
by toritate particles. In French, it is generated by a paradigmatizing adverb (Adverbes paradigmatisants 
in French). The effects of toritate are common or continuous with the effects produced by other 
terms and expressions. This study examines the continuity among various terms and expressions 
that can be revealed through the effect called toritate in Japanese language studies.
Keywords:  focus particles, paradigmatizing adverb, set operation expressions, conjunctions, com-
parative expressions
